
 
 

 

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

平成 24 年度第１回大阪市建築物環境配慮推進委員会 

平成 24 年 12 月６日（木） 

午前９時 30 分～11 時 

大阪市役所地下 1 階第 3 共通会議室 

会 議 次 第 

1. 委員紹介 

2. 市側出席者紹介 

3. 局長あいさつ 

4. 議事 

（１） 委員長の選出について 

（２） 傍聴要領について 

（３） 表彰制度要綱等について（報告） 

（４） 審査・選考基準について 

（５） 表彰候補建築物について（報告） 

5. 配布資料一覧 

（１） 平成 24 年度大阪市建築物環境配慮推進委員会委員名簿 

（２） 平成 24 年度第 1回大阪市建築物環境配慮推進委員会出席者名簿 及び座席表

（３） 資料１ 大阪市建築物環境配慮推進委員会傍聴要領（案） 

（４） 資料２ 表彰制度要綱等 

（５） 資料３ CASBEE 大阪 OF THE YEAR 審査・選考基準（試案） 

（６） 資料４ 表彰候補建築物一覧 

（７） 参考資料 大阪市建築物の環境配慮に関する条例・施行規則 

建築物総合環境評価基準 

CASBEE 大阪みらい リーフレット 
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平成 24年度 第 1回 大阪市建築物環境配慮推進委員会 出席者名簿

平成 24年 12月 6日（木） 大阪市役所本庁舎 地下 1階 第 3会議室

大阪市建築物環境配慮推進委員会委員

近畿大学建築学部学部長・建築環境システム研究室教授 岩前 篤

大阪大学大学院法学研究科教授 大久保 規子

大阪産業大学人間環境学部准教授            田中 みさ子

大阪市立大学大学院工学研究科             西岡 真稔

大阪大学大学院工学研究科               福田 知弘 （欠席）

大阪市

計画調整局長                     佐藤 道彦

計画調整局建築指導部長                花房 隆

大阪市建築物環境配慮推進委員会事務局

計画調整局建築指導部建築確認課長           寺尾 厚子

計画調整局建築指導部環境・設備担当課長代理      荒木 博

計画調整局建築指導部建築確認課担当係長        村山 秀明

計画調整局建築指導部建築確認課担当          水尾 豊一

計画調整局建築指導部建築確認課担当          門田 晃治

計 11名



 

 

 

 

第 1回 委員会 座席表（第３会議室：机 14、椅子 42）

傍聴席（10名）

記者席 

受付 

椅子・机置場

大久保

岩前 

委員長（開始時空席）

田中 

西岡

門田 水尾 荒木 

村山 寺尾 佐藤 花房 



 

 

  
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

大阪市建築物環境配慮推進委員会傍聴要領（案） 

平成24年  月 日制定 

大阪市建築物環境配慮推進委員会

１ 傍聴手続 

(1) 	会議を傍聴しようとする方は、会議の開催予定時刻までに、受付において事務局の指

示を受けて、会場に入場してください。 

(2) 	傍聴の定員は10名とし、受付は会議の開催予定時刻の30分前から先着順で行い、定員

になり次第、受付を終了いたします。 

２ 傍聴者の遵守事項

傍聴者は、会場においては、次の事項を守ってください。 

(1) はち巻き、たすき、ゼッケン、ヘルメットなどを着用しないこと 

(2) 危険物、ビラ、プラカード、旗などを持ち込まないこと 

(3) 飲食又は喫煙をしないこと 

(4) 携帯電話などは、受信音などを出さないこと 

(5) 	写真撮影、録画、録音等は行わないこと。ただし、委員会の会長の許可を得た場合は、

この限りでない。 

(6) 	会議開催中は、静かに傍聴することとし、発言、拍手その他の方法により公然と意見

を表明しないこと 

(7) 貸与した会議資料は、傍聴終了後、直ちに返却しなければならない。 

(8) その他会場の秩序を乱し又は会議の支障となるような行為をしないこと

３ 会議の秩序維持 

(1) 傍聴者は、会場においては、委員会の会長又は事務局の指示に従って下さい。 

(2) 	傍聴者がこの規定に違反したときは、これを注意し、なおこれを改めないときは、退

場していただく場合があります。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

大阪市建築物総合環境評価制度表彰制度実施要綱

制  定 平成 24 年 12 月４日

（目的）

第１条 	大阪市建築物の環境配慮に関する条例（平成 24 年大阪市条例第 10 号。以下「条

例」という。）第 21 条の規定に基づき、大阪市建築物総合環境評価制度（以下「CASBEE

大阪みらい」という。）において優秀な評価を得た建築物を表彰し、建築主等の環境

に対する自主的な取組を促進することにより、快適で環境にやさしい建築物の普及を

図り、市民が安全で健康かつ快適な生活を営むことのできる都市の良好な環境を確保

し、もって現在及び将来の市民の健康で文化的な生活の持続的な確保に資することを

目的とする。

（表彰制度の名称）

第２条 表彰制度の名称は、CASBEE 大阪 OF THE YEAR とする。

（定義）

第３条 	この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところ

による。 

(1) 	届出済建築物 条例第７条第１項から第３項までの規定により建築物総合環境

計画書又は建築物総合環境評価書の届出がされた建築物をいう。 

(2)		 BEE CASBEE 大阪みらいで評価する建築物の環境品質（Q：Quality）のスコア

を建築物の環境負荷（L：Load）のスコアで除して算出される指標である、建築物

の環境性能効率（Built Environment Efficiency）をいう。 

(3) サステナビリティランキング CASBEE 大阪みらいの評価において、BEE の値に

応じて、上位より S、A、B +、B－、C の５段階で与えられるランキングをいう。 

２ 前項に定めるもののほか、この要綱における用語の意義は、条例の例による。

（表彰対象建築物）

第４条 	表彰対象建築物は、届出済建築物のうち、表彰年度の前年度に竣工し、建築物

工事完了届出書を提出した民間の建築物で、サステナビリティランキングが S 又は A

であるものを審査及び選考のうえ決定する。ただし、次のいずれかに該当するものは、

表彰対象建築物から除外する。 

(1) 建築主等が表彰を辞退したもの 

(2) 建築物総合環境計画書の届出における手続きに不備があるもの 

(3)	 国、地方公共団体、都市再生機構、地方住宅供給公社等の公的団体が事業者として

建設したもの 

(4) 建築基準法その他関係法令に違反しているもの 

(5) その他表彰を行うことが不適当と認められるもの



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

  

 

（審査及び選考）

第５条 	前条の表彰対象建築物の審査及び選考は、大阪市建築物環境配慮推進委員会に

おいて行う。

２	 市長は、前項の審査及び選考に必要な限度において、条例第７条第１項から第３項

までの規定により建築物総合環境計画書又は建築物総合環境評価書の届出をした者

に対し、必要な資料の提出等を求めることができるものとする。

（表彰及び公表）

第６条 	市長は、表彰対象建築物の建築主及び設計者（以下「受賞者」という。）を表

彰し、表彰対象建築物及び受賞者を公表するものとする。

（表彰の表示）

第７条 受賞者は、表彰対象建築物に表彰を受けた旨を表示することができる。

（表彰の取消）

第８条 	市長は、表彰対象建築物が次の各号のいずれかに該当する場合においては、そ

の表彰を取り消すことができる。 

(1) 竣工後の工事等により、評価結果に変更が生じる場合。 

(2) 虚偽の届出等により、表彰対象建築物には該当しないことが判明した場合。

２	 市長は、前項の規定により表彰を取り消したときは、受賞者に対し、表彰を取り消

した理由を付してその旨を通知するとともに、第６条の規定に準じて公表するものと

する。 

（事務局） 

第９条 	表彰の実施における事務を行うため、計画調整局建築指導部建築確認課におい

て事務局を置く。

（その他） 

第 10 条 この要綱の施行に関し必要な事項については、計画調整局長が定める。

附 則 


１ この要綱は、平成 24 年 12 月４日から施行する。 


２ 平成 24 年度の表象対象建築物に対する第４条の規定については、同項中「表彰

年度の前年度に」とあるのは「平成 24 年１月から同年９月までに」とする。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

大阪市建築物総合環境評価制度表彰制度取扱要領

制  定 平成 24 年 12 月４日

（目的）

第１条 	この取扱要領は、大阪市建築物総合環境評価制度表彰制度実施要綱（以下「要

綱」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

（表彰及び公表）

第２条 市長は、要綱第６条に規定する受賞者に対し、表彰状を贈る。ただし、表彰状

は建築主及び設計者につき各１枚とする。

２ 要綱第６条に規定する公表は、次の各号に掲げる方法により行うものとする。 

(1) 計画調整局建築指導部建築確認課での閲覧 

(2) 大阪市ホームページへの掲載

（表彰の表示）

第３条 要綱第７条に規定する表彰の表示の内容は別記のとおりとする。

２	 前項に定める表彰の表示の内容を、それ以外のものとするときは、事務局と協議の

上決定するものとする。

（その他） 

第４条 この要領に定めるほか、本制度の運用上必要な事項については別に定める。

附 則 


この要領は、平成 24 年 12 月４日から施行する。




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 別記

ＣＡＳＢＥＥ大阪 ＯＦ ＴＨＥ ＹＥＡＲ （表彰年度（西暦））

表彰建築物 （建築物の名称）

この建築物は、ＣＡＳＢＥＥ大阪みらい（大阪市建築物総合環境評価

制度）において優秀な評価を得たので、快適で環境にやさしい建築物

として大阪市長から表彰されました。



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

資料３ 

CASBEE大阪 OF THE YEAR 審査・選考基準（試案） 

１ 	 選考にあたっての基本的考え方 

選考にあたっては、以下の事項を総合的に考慮して審査を行う。 

(1) CASBEE大阪みらいの総合評価結果（BEE値を指標とする評価） 

(2) 大阪市の重点評価項目の評価結果 

（※平成２２年度以前の届出物件が候補にある場合、使用しない） 

① ＣＯ 2削減

② 省エネ対策 

③ みどり・ヒートアイランド対策 

(3)『設計上の配慮事項』の評価結果（各委員の評価） 

下記の視点で審査を実施 

① 独創性・先進性 

・創意工夫がなされ独創的な取組みがあるか 

・新しい技術が活用され先導的取組みがあるか 

② 調和性・統合性 

・計画内容が合理的、効率的で調和のとれた内容となっているか 

・それらが建築デザインにうまく取込まれているか 

③取組姿勢・効果 

・建築主または設計者の、環境配慮への積極的な取組み姿勢が伺えるか 

・省エネルギーや緑化、地球温暖化抑制等の効果が期待できるか 

２ 	 選考の具体的方法 

(1) 審査用資料を基に、【CASBEE大阪みらいの総合評価】、【大阪市の重点評価項目

の評価】に加え、具体的な環境配慮事項について、必要に応じて現地確認を行い、「独

創性・先進性」、「調和性・統合性」、「取組姿勢・効果」の３つの視点による審査

を行い、【『設計上の配慮事項』の評価】を実施する。 

(2) 評価にあたっては、下記の評価点算定表による点数方式を採用し、各評価項目につい

て評価点を算出し、これを基本として「大阪市建築物環境配慮推進委員会」で審議の

上、以下の受賞建築物を選考する。 

○ 最優秀賞       ：下記のうち最も優秀なもの 1件

○ 住宅部門賞      ：住宅のうち優秀なもの数件 

○ 事務所部門賞 ：事務所のうち優秀なもの数件 

○ 商業施設その他部門賞 ：商業施設その他のうち優秀なもの数件 



  

 

  

    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 
 

 

 

  
    
    
    
    

 

 

  

      

 

 

   

  

 

 

 

 

評価点算定表 

評価項目 評価点(配点) 評価点の算定方法 

(1) ＣＡＳＢＥＥ大
阪みらいの総合評価 

ＢＥＥ値 １５ 
(BEE値－１)／Ａ × １５ 点 

（ Ａ ＝ BEE値 max －１ ）

(2) 大阪市の重点評
価項目の評価

（※平成２２年度以前

の届出物件が候補にあ

る場合、使用しない） 

各評価項目のレベル ５ 

各重点評価項目毎に下記計算を行う 

(重点評価のレベル－1)／4.0 × ５ 点

重点評価３項目の点数の平均を (2)大阪市
の重点評価項目の評価点とする 

重点評価項目 重点評価のレベル

ＣＯ2削減 1.0～ 5.0

省エネ対策 1.0～ 5.0

みどり・ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ 1.0～ 5.0

(3) 『設計上の配慮
事項』の評価

①独創性･先進性 

②調和性･統合性 

③取組姿勢･効果 

(5/1.5)

(5/1.5)

(5/1.5)

１０ 

(15/1.5)

素晴らしい ５点 
↑  ４点
｜  ３点
｜  ２点
普通 １点 

① 評価点･配点の考え方 

(1)CASBEE大阪みらいの総合評価についての算定方法 

評価点 ＝ (BEE値－１)／Ａ × １５ （ Ａ ＝ BEE値 max －１ ） 

上記により算出する(小数点第２位を四捨五入する)。 

ただし、「BEE値 max」は、審査用資料の提出のあった中で最も CASBEE評価

の高い物件の BEE値とする。 

(2)大阪市の重点評価項目の評価についての算定方法 


重点評価項目ごとに次の計算を行う。 


(重点評価のレベル－1)／4.0 × ５ 

上記により導かれた各重点評価項目の点数を相加平均し(小数点第２位を四捨五入

する)、評価点とする。 

(3) 『設計上の配慮事項』の評価についての算定方法 

評価の視点の各項目について、各委員の評価点（５段階評価）を相加平均し(小

数点第２位を四捨五入する)、さらに 1.5で除する(小数点第２位を四捨五入する)。

上記により導かれた評価の視点の各項目の点数を合計し、評価点とする。 

附 則 

１及び２の選考方法を基本とし、必要に応じて見直すものとする。 



CASBEE OF THE YEAR 2012 表彰候補建築物一覧

住宅部門 
資料４

No. 建築物名称 建築主 設計者 建設地 建物用途
ラン
ク 
BEE
値
公表
年度 No. 竣工年月 BEE

換算値 

1
阿倍野A1地区第二種
市街地再開発事業A1-
2棟『あべの nini』

COLORS・
奥村組特定
建築者共同
企業体

（株）アール・アイ・エー
阿倍野区
阿倍野筋１丁目

分譲住宅、
ホテル、
事務所、店舗 

A 1.6 21 76 24年1月 3.9 

2
（仮称）大阪市都島区中
野町5丁目計画

東急不動産
（株）

（株）東急設計
コンサルタント

都島区
中野町5丁目

集合住宅
（分譲） A 1.5 22 30 24年2月 3.3

事務所部門 

No. 建築物名称 建築主 設計者 建設地 建物用途
ラン
ク 
BEE
値
公表
年度 No. 竣工年月 BEE

換算値 

事務所、

1 新大阪阪急ビル計画
阪急電鉄
（株）

（株）日建設計
淀川区
宮原1丁目

ホテル、
物販店、飲食店、

A 1.6 23 6 24年6月 3.9 

自動車車庫 

2
Ｈｉｔｚ日立造船築港工場
精密機械テクニカルセン
ター

日立造船
（株）

（株）プランテック
コンサルティング

大正区
船町

事務所
（研究施設） A 1.8 23 24 24年3月 5.2 

3
（株）デサント大阪オフィ
ス

（株）デサン
ト

鹿島建設（株）
天王寺区
堂ヶ芝１丁目

事務所 S 3.3 23 29 24年2月 15.0

商業施設その他部門 

No. 建築物名称 建築主 設計者 建設地 建物用途
ラン
ク 
BEE
値
公表
年度 No. 竣工年月 BEE

換算値 

1
（仮称）ラウンドワン難波
店

（有）アール
ワン難波

鹿島建設（株）
中央区
難波一丁目

遊戯施設 A 2.5 22 38 24年4月 9.8 

2
大阪経済大学 新事
務・研究棟

学校法人大
阪経済大学

大成建設（株）
東淀川区
大隅2丁目

学校 S 3.1 22 56 24年2月 13.7 

3
（仮称）AMB西淀川ディ
ストリビューションセン
ター計画

大阪4特定
目的会社

前田建設工業（株）
西淀川区
中島2丁目

倉庫業を営む
倉庫 A 1.6 23 14 24年5月 3.9










